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1. 研究概要	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
  

1.1.研究の背景と目的 

	
 人口減少社会を迎える日本において、コ

ンパクトシティの必要性が近年謳われてい

る。しかし、実例が十分にあるわけではな

く、実現手法のモデルケースが求められて

いる。そのような中、富山市は「お団子と

串の都市構造」を目指した独自のコンパク

トシティ政策の実施自治体として注目をさ

れている。そこで、コンパクトシティ政策

開始からちょうど 5 年経た今、人口動態と

今後の推移の見通しを立てることで、現段

階での検証をする必要がある。	
 

	
 また一方で、富山市のコンパクトシティ

政策における目標人口設定や居住誘導施策

は都市レベルに留まっており、地区レベル

にまで落としこまれていないことにより、

各「お団子」の具体的な目標像が欠如して

いる現状がある。適正な高密度化を図るに

は、目標人口設定や居住誘導施策を地区レ

ベルにまで落とし込み、より具体的なもの

とする必要がある。	
 

	
 以上の背景を踏まえ、研究の目的を以下

の３つに設定する。	
 

①	
 コンパクトシティ政策施行前後での人

口動態と目標人口達成見通しをたてる。	
 

②	
 「お団子」の地区分類と地区の持つ性能

との整合性の有無を明らかにする。	
 

これらより、適正な高密度化を図るため、

「お団子」毎に目標人口と必要な住宅供給

量を設定することを最終的な目的とする。	
 

1.2.研究の方法 

	
 コンパクトシティ政策施行前後での人口

動態の調査においては、2007 年をコンパク

トシティ政策施行年とし、その前後５年間

の人口動態をクラスター分析により類型化

し、傾向を読み取った。目標人口達成見通

しでは、コーホート変化率法による人口推

計により行った。地区分類の整合性評価で

は、まず、地区分類ごとに必要な性能を抽

出した上で客観的指標を作成し、性能の評

価を行った上で、実際の地区分類との整合

性を評価した。そこから得られた結果を基

に適正な高密度化のための目標人口の再設

定を行った。	
 

2.コンパクトシティ政策施行前後におけ

る人口動態と目標人口達成見通し 

2.1.コンパクトシティ政策施行前後におけ

る人口動態 

	
 富山市の「お団子」における人口増減数

のうち縦軸が施行後５年間、横軸が施行前

５年間として示した散布図が図１である。

この結果から、人口増減傾向を①人口増加

型、②人口回復型、③人口回復傾向型④人

口停滞型⑤慢性的人口減少型⑥人口急減型

の６つに分類された。 
	
 このうち、政策の効果が見られる類型は、
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②と③であるといえる。②においては、３

地区が属している。西町駅、荒町駅周辺で

は施行後にマンション開発や LRT 都心線
の開通などの変化が起きており、それによ

る人口回復が起きたと言える。③において

は、８つの「お団子」が含まれ施行前後に

おいて、人口が減少から増加には転じてい

ないが、人口減少幅が小さくなっている。 
	
 これら以外では、施行前後で良い影響は

見られなかった。よって,ある程度人口増加
に向けた変化が見られるところもあるが、

全域的な変化にはなっていないと言える。 

2.2.目標人口達成見通し 

（１）コンパクトシティ政策の目標人口	
 

	
 富山市都市マスタープランにおいて、

2025 年までに鉄道沿線地区において、50 人

/ha	
 (101,539 人),バス路線沿線地区におい

て 40 人/ha(63,127 人)の人口密度を目指し、

それを踏まえてこの地区一体（公共交通沿

線居住推進地区）を富山市全域の 42％の居

住人口にするという目標を掲げている。	
 

（２）鉄道,バス沿線地区の推計人口	
 

	
 富山市の鉄道沿線地区の 2012 年人口は

78,525 人であり、2025 年には 72,039 人に

なる見通しである。つまり、6,485 人の人

口減となる。その内訳は、-7,484 人の自然

減、999 人の社会増である。よって、多少

の社会増を大きく上回る自然減によって、

人口減少になる。バス路線沿線地区の 12 年

人口は 58,872 人、25 年には 59,900 人なる

見通しであり、1,028 人の人口増となる。	
 

	
 そこから、バス路線沿線地区よりも鉄道

沿線地区において、目標人口達成が厳しい

見通しであると言える。	
 

	
 

	
 

3.地区分類の整合性評価と再編提案 

3.1.地区分類ごとの性能抽出と評価指標 

	
 富山市が定めている「お団子」の整備方

針として、シティ・コア（都市核）、エリア・

コア（地域核）,ライフ・コア（生活核） 
の３つに「お団子」を分類している。 
それぞれに必要な性能を抽出し、それを測

る指標を以下のように設定し、z 得点に変
換することで、相対化できるようにした。 

3.2.「お団子」の性能評価 

	
 設定した評価指標により、「お団子」の性

能を地区分類ごとにクラスター分析により

似た傾向のものをまとめ、分類した。 
	
 その結果、シティ・コアの性能の傾向を

３つに分類できた。それによると、クラス

ター１が最も高い数値を示したため、それ
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図２	
 左:鉄道沿線地区	
 右バス沿線地区推計人

表１	
 地区分類ごとの必要な性能と評価指標	
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図	
 1 施行前後５年間における人口増減比較	
 



に属する「お団子」をシティ・コアの性能

有りと評価した。 

 
 エリア・コア、ライフ・コアの性能評価で
も同様にレーダーチャートを作成し、最も

適した傾向であるものをそれぞれエリア・

コア、ライフ・コアと設定した。また、ど

れにも該当しなかったものを該当なしと分

類した。 
 
3.3.地区分類の整合性評価 

	
 評価指標による地区分類と富山市の設定

した地区分類の整合性を評価するため以下

の表を作成した。 
	
 それによると、シティ・コアにおいては、

指標による設定と富山市による設定が一致

した。よって、整合性があると言える。エ

リア・コアにおいては、整合性があるのは、

２地区のみで、３地区はライフ・コアとし

ての性能で４地区はどの分類の性能も満た

していないという結果になった。よって、

７地区が過大評価されていたことが分かっ

た。ライフ・コアにおいては、14 地区もの

「お団子」がエリア・コアの性能を満たし

ており、3 地区はどの分類の性能も満たし

ていない。よって、14 地区においては過小

評価、3 地区においては、過大評価されて

いる事がわかった。	
 

3.4.地区類型の再編提案 

	
 3.2.の結果より、現状の「お団子」の性

能を踏まえた地区類型の再編提案を行う。	
 

現状では、エリア・コアが分散している構

造となっているが、図 4 のように再編する

ことにより、都心を中心としてシティ・コ

ア、エリア・コア、ライフ・コアと同心円

上に分布する構造となる。	
 

	
 そうすることで図５のように性能のバラ

つきを抑え、都市の高密度化を自然な形で

促進できることが期待できる。	
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図３	
 シティ・コアのクラスター別性能評価	
 

図 4	
 右図:再編前	
 左図：再編後の地区分類	
 

図 5	
 地区分類の将来イメージと現状の性能との差	
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表３	
 客観的指標と富山市の設定している地区分類との整合性評価表	
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4.適正な高密度化のための目標人口設定 

4.1.目標人口の算出方法 

	
 地区分類に属する「お団子」の総面積に

目標人口密度である 50人/haを掛けること
で、全体での目標人口を算出し、シティ・

コアの目標人口密度をまちなか居住推進計

画での目標値 65人/haを採用、そこからエ
リア・コア全体の目標人口密度と同等に設

定して、ライフ・コアの目標人口密度を算

出し、分類ごとの目標人口を求める。また、

目標に達成するために必要な人口は、目標

人口から推計人口を引いた値で求める。そ

の値を 1 世帯当り人数で除することで必要
な住宅供給数を算出する。それを再編前と

再編後による地区分類で算出した結果が表

4である。 
4.2｢お団子｣別目標人口と必要住宅供給量 

（１）目標人口密度の比較	
 

	
 ライフ・コアにおいては、再編前後で目

標人口密度が 46 人/ha から 44 人/ha に再

編されている。そのため、過大評価されて

いたライフ・コアの性能を持つ「お団子」

は、性能に見合った目標人口密度となって

いる。エリア・コアにおいても、再編前後

で、多くの過小評価されていた「お団子」

が適正な人口密度設定となっている。	
 

（２）１ha 当りの必要住宅供給量	
 

	
 地区分類別に見ると、シティ・コアに含

まれる「お団子」において、目標人口を達

成するために住宅供給量が特に多い事がわ

かる。また、各「お団子」毎の必要な住宅

供給量に差があることが分かり、それを考

慮した「お団子」別のきめ細やかな居住誘

導施策が必要であるといえる。	
 

5.成果 

	
 人口推計により、特に鉄道沿線地区は、

社会増を大幅に上回る自然減が起こる見通

しであり、現状の目標人口に達しないこと

を明らかにした。また、現状の地区類型が

22/56の「お団子」において性能と乖離し
ているため、高密度化のための適正な整備

方針となり得ていないことを明らかにし、

その性能を踏まえた類型に再編した。さら

に、それを基に適正な高密度化を図るため

の目標人口と必要住宅供給量を「お団子」

別に提示したことがこの研究の成果である。 
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表４	
 再編前後での目標人口及び、必要な住宅供給数の比較表	
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